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―市民とともに進める安全の取り組みー 

新しい事故調査体制の実現を目指すシンポジウム開催 
 

正月気分がようやく抜けた 1 月 15 日、新橋の航空会館で「真の原因究明が出来る事故調査

体制を！ ～事故防止を実現する新しい仕組みの創設を目指して～」をテーマとしたシンポジ

ウムが、“全国消費者行政ウォッチねっと”や日乗連などを中心とした実行委員会の主催によ

り、事故遺族と支援組織や一般市民、マスコミ関係者など約 80 名の参加で開催されました。 
 
“全国消費者行政ウォッチねっと”は、消費者行政を監視し協働していく任意団体で、日乗連

は、永年進めてきた「公正で科学的な事故調査」を実現する取り組み、中でも喫緊の課題である

「調査と捜査の分離＝覚書の改訂」を求める活動の一環として、昨年からこの“全国消費者行政

ウォッチねっと”と共に新しい安全概念ならびに事故調査機関の勉強会を重ねてきました。 

 
共に勉強をしていく中で、

世界の航空界で蓄積されて

きた事故調査や SMS 活動な

どの手法・知見は、社会生活

の多くの分野で活用できる

と確信するに至りました。 
 
日乗連が永年主張してきた

事柄は、近年の安全学会やマ

スコミ関係者にも深く理解さ

れるようになり、今回のシン

ポジウムで提案された内容に

も、そのノウハウが十分に生

かされています。 
 
目指すべきゴールは示されましたが、法律の制定や改正をはじめとした社会制度の変更を求

める活動には、多くの障害も予想されます。 
 
日乗連は、社会の安全を牽引するという強い決意のもと、これからも全力で取り組んでいき

ます。今後の活動におけるさまざまな分野で、皆様方のご協力をお願い致します。 
 

＜このシンポジウムで提案された意見書の要旨を添付しますので、ご参照下さい＞ 


















